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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】描画入力検出領域内のラベル印刷用データの周
囲に、データが入力されていない大きな余白部があった
場合でも、該余白部が印刷データに含まれずに、ラベル
幅に対して適正な大きさの文字としてラベル上に印刷で
きるデータ処理装置を提供する。
【解決手段】データ処理装置は、入力部4の入力検出領
域への入力位置を検出し、該入力検出領域を１つ以上の
区画領域に区画し、該区画領域のうち、入力が検出され
た区画領域を有効領域とし、該有効領域の長手方向を決
定し、前記入力検出領域への入力位置のデータである入
力データを、前記長手方向に対し直交する方向に沿った
幅が印刷媒体の短手方向に沿った幅に合うように、拡大
又は縮小する倍率を決定する制御部40を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力検出領域を有する入力部と、
　前記入力部の前記入力検出領域への入力位置を検出する検出部と、
　前記入力部の前記入力検出領域を１つ以上の区画領域に区画する区画領域設定部と、
　前記区画領域設定部によって区画された１つ以上の区画領域のうち、入力が検出された
区画領域を有効領域とする有効領域設定部と、
　該有効領域の長手方向を決定する長手方向決定部と、
　前記入力検出領域への前記入力位置のデータである入力データのうち、前記有効領域に
入力された前記入力データの、前記長手方向に対し直交する方向に沿った幅を、印刷媒体
の短手方向に沿った幅に合せるように、前記入力データを拡大又は縮小する倍率を決定す
る倍率決定部と、
　を備えることを特徴とするデータ処理装置。
【請求項２】
　前記長手方向決定部によって決定された前記有効領域の長手方向と、前記入力検出領域
の長手方向とが異なっている場合に、前記入力データを、前記有効領域の長手方向と前記
入力検出領域の長手方向とがなす角度だけ回転させるデータ回転部
　を更に備えることを特徴とする請求項１に記載のデータ処理装置。
【請求項３】
　前記入力部は、前記入力検出領域の周縁に、前記分割ラインの起点が入力される領域で
ある分割ライン位置検出領域をさらに有し、
　前記区画領域設定部は、前記分割ライン位置検出領域への入力位置を通ってかつ前記入
力検出領域の周縁と直交する直線を、前記分割ラインとして設定することを特徴とする請
求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載のデータ処理装置。
【請求項４】
　前記入力部の前記入力検出領域は矩形状であり、
　前記入力検出領域の隣接する二辺に沿って前記分割ライン位置検出領域が設けられてい
ることを特徴とする請求項４に記載のデータ処理装置。
【請求項５】
　前記入力部の前記入力検出領域は矩形状であり、
　前記区画領域設定部は、前記入力検出領域の対向する一組の辺のうち一方の辺から他方
の辺にかけて入力された手描き入力線によって少なくとも一部が画定されるように、前記
区画領域を設定し、
　前記有効領域設定部は、前記区画領域設定部によって設定された１つ以上の区画領域の
うち、入力が検出された前記区画領域を有効領域とし、前記有効領域全体を含む矩形領域
をラベル領域とすることを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載のデー
タ処理装置。
【請求項６】
　入力検出領域を有する入力部と、
　前記入力部の前記入力検出領域への入力位置を検出する検出部と、
　前記入力部の前記入力検出領域を１つ以上の区画領域に区画する区画領域設定部と、
　前記区画領域設定部によって区画された１つ以上の区画領域のうち、入力が検出された
区画領域を有効領域とする有効領域設定部と、
　該有効領域の長手方向を決定する長手方向決定部と、
　前記入力検出領域への前記入力位置のデータである入力データのうち、前記有効領域に
入力された前記入力データの、前記長手方向に対し直交する方向に沿った幅を、印刷媒体
の短手方向に沿った幅に合せるように、前記入力データを拡大又は縮小する倍率を決定す
る倍率決定部と、
　前記倍率に応じて拡大又は縮小された前記入力データを前記印刷媒体に印刷するプリン
ター部と、
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　を備えることを特徴とする印刷装置。
【請求項７】
　入力検出領域を有する入力部と、前記入力部の前記入力検出領域への入力位置を検出す
る検出部と、を備えるデータ入力装置のデータ処理方法であって、
　前記入力部の前記入力検出領域を１つ以上の区画領域に区画し、
　前記区画された１つ以上の区画領域のうち、入力が検出された区画領域を有効領域とし
、
　前記有効領域の少なくとも一部を画定する分割ラインの方向か、または、該有効領域の
長手方向或いは短手方向を検出し、
　前記入力検出領域への前記入力位置のデータである入力データのうち、前記有効領域に
入力された前記入力データの、前記長手方向に対し直交する方向に沿った幅を、印刷媒体
の短手方向に沿った幅に合せるように、前記入力データを拡大又は縮小する倍率を決定す
る、
　ことを特徴とするデータ処理方法。
【請求項８】
　入力検出領域を有する入力部と、前記入力部の前記入力検出領域への入力位置を検出す
る検出部と、を備えるデータ入力装置を制御するためのプログラムであって、
　コンピュータに、
　前記入力部の前記入力検出領域を１つ以上の区画領域に区画させ、
　前記区画させた１つ以上の区画領域のうち、入力を検出させた区画領域を有効領域とさ
せ、
　前記有効領域の少なくとも一部を画定する分割ラインの方向か、または、該有効領域の
長手方向或いは短手方向を検出させ、
　前記入力検出領域への前記入力位置のデータである入力データのうち、前記有効領域に
入力された前記入力データの、前記長手方向に対し直交する方向に沿った幅を、印刷媒体
の短手方向に沿った幅に合せるように、前記入力データを拡大又は縮小する倍率を決定さ
せる、
　ことを特徴とするデータ処理プログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、入力データを印刷に供するために処理するデータ処理装置、該処理装置を備
える印刷装置、データ処理方法およびデータ処理プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　表面に印刷面を備え裏面が粘着面とされた印刷テープと、粘着面に貼付される剥離テー
プとを積層してなるテープ部材を収納したテープカセットを装置内にセットし、そのテー
プ部材の印刷テープに対して、所望のデータに基づいた印刷を行うことで、ラベルを作成
する装置とした印刷装置がある。この場合、所望のデータは、該印刷装置がさらに備える
キーボード等の入力装置から入力されたものであってもよいし、或いは外部機器において
生成された文字、図形、画像等のデータであってもよい。
【０００３】
　そして、下記に示す特許文献１には、プレビュー画面に表示されるキャラクタのデータ
の印刷イメージにおいてタッチパネルの入力操作位置に基づいてテープ部材における切断
位置を設定し、その手書き入力された線図に基づいてテープ部材に対する切断の種類をフ
ルカット又はハーフカットの何れかに設定する切断設定手段を備えた印刷装置が開示され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開２０１１－６２９８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献１に開示された印刷装置は、例えばラベル印刷用に入力されたデータが横
書きの場合に、描画入力検出領域内の該ラベル印刷用データの上下に、データが入力され
ていない大きな余白部があった場合、余白を含めた全体がラベル印刷用データとして設定
されてしまうため、そのデータをテープ部材に印刷したときに、印刷部分の上下に余白が
できてしまうとともに、肝心の印刷部分が小さくなって見づらくなってしまうという問題
があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、上述したような従来技術の問題点に鑑みてなされたものであり、例
えばラベル印刷用データが横書きの場合に、描画入力検出領域内のラベル印刷用データの
上下に、データが入力されていない大きな余白部があった場合でも、ユーザーの操作に基
づいて該余白部が印刷データに含まれないようにして印刷することで、ラベル印刷用デー
タを、ラベル幅に対して適正な大きさの文字としてラベル上に印刷するためのデータ処理
装置、該処理装置を備える印刷装置、データ処理方法およびデータ処理プログラムを提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係るデータ処理装置は、
　入力検出領域を有する入力部と、
　前記入力部の前記入力検出領域への入力位置を検出する検出部と、
　前記入力部の前記入力検出領域への前記入力位置のデータである入力データを記憶する
記憶部と、
　前記入力部の前記入力検出領域を１つ以上の区画領域に区画する区画領域設定部と、
　前記区画領域設定部によって区画された１つ以上の区画領域のうち、入力が検出された
区画領域を有効領域とする有効領域設定部と、
　該有効領域の長手方向を決定する長手方向決定部と、
　前記入力検出領域のうちの前記有効領域に入力されかつ前記記憶部に記憶された前記入
力データの、前記長手方向に対し直交する方向に沿った幅を、印刷媒体の短手方向に沿っ
た幅に合せるように、前記入力データを拡大又は縮小する倍率を決定する倍率決定部と、
　を備えることを特徴とする。
【０００８】
　本発明に係る印刷装置は、
　入力検出領域を有する入力部と、
　前記入力部の前記入力検出領域への入力位置を検出する検出部と、
　前記入力部の前記入力検出領域への前記入力位置のデータである入力データを記憶する
記憶部と、
　前記入力部の前記入力検出領域を１つ以上の区画領域に区画する区画領域設定部と、
　前記区画領域設定部によって区画された１つ以上の区画領域のうち、入力が検出された
区画領域を有効領域とする有効領域設定部と、
　該有効領域の長手方向を決定する長手方向決定部と、
　前記入力検出領域のうちの前記有効領域に入力されかつ前記記憶部に記憶された前記入
力データの、前記長手方向に対し直交する方向に沿った幅を、印刷媒体の短手方向に沿っ
た幅に合せるように、前記入力データを拡大又は縮小する倍率を決定する倍率決定部と、
　前記倍率に応じて拡大又は縮小された前記入力データを前記印刷媒体に印刷するプリン
ター部と、
　を備えることを特徴とする。
【０００９】
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　本発明に係るデータ処理方法は、
　入力検出領域を有する入力部と、前記入力部の前記入力検出領域への入力位置を検出す
る検出部と、前記入力部の前記入力検出領域への前記入力位置のデータである入力データ
を記憶する記憶部と、を備えるデータ入力装置のデータ処理方法であって、
　前記入力部の前記入力検出領域を１つ以上の区画領域に区画し、
　前記区画された１つ以上の区画領域のうち、入力が検出された区画領域を有効領域とし
、
　前記有効領域の少なくとも一部を画定する分割ラインの方向か、または、該有効領域の
長手方向或いは短手方向を検出し、
　前記入力検出領域のうちの前記有効領域に入力されかつ前記記憶部に記憶された前記入
力データの、前記長手方向に対し直交する方向に沿った幅を、印刷媒体の短手方向に沿っ
た幅に合せるように、前記入力データを拡大又は縮小する倍率を決定する、
ことを特徴とする。
【００１０】
　本発明に係るデータ処理プログラムは、
　入力検出領域を有する入力部と、前記入力部の前記入力検出領域への入力位置を検出す
る検出部と、前記入力部の前記入力検出領域への前記入力位置のデータである入力データ
を記憶する記憶部と、を備えるデータ入力装置を制御するためのプログラムであって、
　コンピュータに、
　前記入力部の前記入力検出領域を１つ以上の区画領域に区画させ、
　前記区画させた１つ以上の区画領域のうち、入力を検出させた区画領域を有効領域とさ
せ、
　前記有効領域の少なくとも一部を画定する分割ラインの方向か、または、該有効領域の
長手方向或いは短手方向を検出させ、
　前記入力検出領域のうちの前記有効領域に入力されかつ前記記憶部に記憶させた前記入
力データの、前記長手方向に対し直交する方向に沿った幅を、印刷媒体の短手方向に沿っ
た幅に合せるように、前記入力データを拡大又は縮小する倍率を決定させる、
　データ処理プログラムであることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、例えばラベル印刷用データが横書きの場合に、描画入力検出領域内の
ラベル印刷用データの上下に、データが入力されていない大きな余白部があった場合でも
、ユーザーの操作に基づいて該余白部が印刷データに含まれないようにして印刷すること
で、ラベル印刷用データを、ラベル幅に対して適正な大きさの文字としてラベル上に印刷
するためのデータ処理装置、該処理装置を備える印刷装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る印刷装置の外観斜視図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る印刷装置の内部拡大図及びテープカセットの斜視
図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る印刷装置の機能ブロック図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る印刷装置の表示部の各アイコンの説明図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る印刷装置のラベル作成の流れを示すフローチャー
トである。
【図６】本発明の第１の実施形態に係る印刷装置において手書きによる横文字のラベル文
字の入力例である。
【図７】本発明の第１の実施形態に係る印刷装置において手書きによる横文字及び縦文字
のラベル文字の入力例である。
【図８】本発明の第１の実施形態に係る印刷装置において分割ラインの入力例である。
【図９】本発明の第１の実施形態に係る印刷装置において作成したラベルの作成例である
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。
【図１０】本発明の第２の実施形態に係る印刷装置においてその他の手書きによる横文字
のラベル文字の入力例である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態を図に基づいて詳説する。図１は、本発明の第１の実施形態に
係る印刷装置1の外観斜視図であり、図２は、この印刷装置1に使用するテープカセット21
の外観及び印刷装置1の内部構造の一部を示す斜視図である。印刷装置1は、表面に印刷面
を備え裏面が粘着面とされた印刷テープと、粘着面に貼付される剥離テープと、が積層さ
れて形成されたテープ部材31（印刷媒体）に文字、図形、画像等を印刷する装置である。
【００１４】
　印刷装置1は、図１に示すように、筐体2の上面に矩形状のタッチパネルからなる入力部
4を有し、タッチペン64による手書き入力を容易とするために、装置高さが手前側が低く
、奥側が高くして傾斜を付けているものである。尚、入力部は手前側から見て左右方向が
長手方向、上下方向が短手方向とされた矩形状となす。
【００１５】
　具体的には、印刷装置1は、図１に示したように、筐体2の上面に各モードのメニュー表
示をしたり、ソフトウェアキーボード機能により仮想のキーボードを表示する、液晶表示
装置から構成された表示部3を備える。また、表示部3である液晶表示装置の表示画面の上
面には、透明な加圧スイッチである、文字入力装置としての入力部4が重ねて配設されて
いる。
【００１６】
　そして、テープカセット21を装填させるために装置の背面に用意された開閉蓋の内側に
は、図２に示すように、テープ部材31を収容したテープカセット21を装填するためのカセ
ット装填部8が形成されている。カセット装填部8内には、Ｙ（イエロー）、Ｍ（マゼンタ
）、Ｃ（シアン）の各色インクを吐出する夫々のノズルを有するインクジェット方式の印
刷ヘッド11及び搬送ローラ12からなるプリンター部110と、テープカセット21を所定の位
置に支持するためのカセット受部15と、が形成されている。
【００１７】
　また、カセット装填部8の一端部に筐体2の外に通じるテープ繰出部7が形成されており
、このテープ繰出部7には、テープ部材31の印刷テープ及び剥離テープを幅方向に沿って
切断する第１切断手段としてのフルカット機構17及びテープ部材31の印刷テープのみを切
断する第２切断手段としてのハーフカット機構18とされた切断機構19が組み込まれている
。なお、切断機構19は、フルカット機構のみを備え、ハーフカット機構を備えない場合も
ある。
【００１８】
　さらに、テープカセット21は、カセットケース22を備え、このカセットケース22の内部
には、テープ部材31が巻装されている
【００１９】
　また、カセットケース22の隅部には、カセット装填部8のカセット受部15と係合し、こ
のカセット受部15によって支持される被係合部29が形成されている。そして、このカセッ
トケース22の被係合部29には、図示しないがテープカセット21の種類に応じた所定の凹凸
が形成されている。また、カセット装填部8のカセット受部15には、テープカセット21が
装填された際にカセットケース22の被係合部29に形成された凹凸を判別する、テープ幅検
出スイッチ16が形成されている。
【００２０】
　そして、印刷装置1は、カセットケース22がカセット装填部8に装填されると、カセット
ケース22の被係合部29とカセット装填部8のカセット受部15に形成されたテープ幅検出ス
イッチの幾つか或いは全部が係合し、係合したテープ幅検出スイッチ16が押下されて、こ
のオン状態となったテープ幅検出スイッチ16の組み合わせによってテープ部材31の幅等の
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種類を判別できるようになっている。
【００２１】
　これによって、この印刷装置1は、判別したテープ部材31の幅等の種類に応じて、制御
部40が、該幅等に適合した印刷データを作成することができるようになっている。
【００２２】
　そして、この印刷装置1は、印刷の指示がされると、テープ部材31がテープカセット21
から繰り出され、印刷手段とされる印刷ヘッド11により、Ｙ（イエロー）、Ｍ（マゼンタ
）、Ｃ（シアン）の各色インクを吐出する夫々のノズルを有するインクジェット方式の印
刷ヘッド11のノズルから各色を噴射することにより印刷テープに印刷が行われ、印刷が終
了するとフルカット機構17又はハーフカット機構18が作動してテープ部材31が幅方向に切
断され、１枚のラベルが作成される。
【００２３】
　次に、印刷装置1の回路構成について述べる。この印刷装置1は、図３に示すように、制
御部40を備える。そして、この制御部40には、ＲＯＭ41や、ＲＡＭ42等の記憶部が接続さ
れている。また、制御部40には入力部4が接続され、表示部3は表示制御部である表示部駆
動回路63を介して、制御部40によって制御可能となっている。
【００２４】
　制御部40は、ＣＰＵであって、入力部4からのキー入力に基づいて、又は、ＲＯＭ41に
予め記憶されているシステムプログラム、メモリーカードに記憶された制御プログラム、
外部機器から読み込まれた制御プログラムなどに基づいて、ＲＡＭ42をワークメモリとし
て、回路各部の動作を制御する。
【００２５】
　そして、この制御部40には、印刷用の印刷ヘッド11を駆動するヘッド駆動回路とテープ
を搬送させるステップモータを駆動するステップモータ駆動回路とを有するプリンター部
110を駆動するプリンター制御部109と、テープを切断するカッターモータからなる切断機
構19を駆動するカッター制御部20と、が接続されている。
【００２６】
　また、ＲＯＭ41は、印刷に供する文字列データ等を表示しこれを印刷するためのプログ
ラムや、印刷フォント、塗り潰しに使用される斜線や網目、ドット模様等を、制御部40に
よって読み取り可能に記憶する記録媒体として機能する。
【００２７】
　そして、ＲＯＭ41は、表示用のフォントのパターンデータを記憶する表示用ＣＧ（キャ
ラクタージェネレータ）41aを有する。また、ＲＯＭ41は、印刷用のパターンデータを記
憶する印刷用ＣＧ（キャラクタージェネレータ）41bを有する。
【００２８】
　ＲＡＭ42は、印刷に供する文字列データ等が展開されたパターンデータが記憶される印
刷データメモリ領域や、表示部3に表示させるパターンデータが記憶される表示データメ
モリ領域などが確保される記憶部とされる。また、ＲＡＭ42には、印刷処理などに必要な
データを一時的に記憶するレジスタやカウンタなども設けられている。
【００２９】
　そして、印刷装置1は、制御部40がプリンター制御部109およびカッター制御部20を制御
することによってプリンター部110および切断機構19を駆動することにより、文字等の印
刷に供されたデータをテープ部材31に印刷し、適宜切断することで、ラベルを作成するこ
とができる。
【００３０】
　入力部4は、右辺に沿って設けられアイコン表示部66、該アイコン表示部66を除く大部
分である描画入力検出領域65、描画入力検出領域65の四辺に沿って設けられた分割ライン
位置検出領域56～59とを有する。
【００３１】
　制御部40は、印刷に供する文字列データ等を入力するための描画モードにおいて、図４
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に示すように、アイコン表示部66に、描画用の鉛筆アイコン53、描画消去用の消しゴムア
イコン54及び現在の入力内容をすべて消去するゴミ箱アイコン55を表示させる。描画モー
ドでは、ユーザーはこれらのアイコンにタッチすることによって、入力部4上においてラ
ベル作成用のデータの描画や編集を行うことができる。また描画モードでは、動作モード
を分割モードに移行させるための分割アイコン51や、印刷モードに移行させるための印刷
アイコン52なども同時に表示させる。
【００３２】
　ユーザーがタッチペン64を用いて手書き入力を行うと、制御部40は、タッチペン64によ
るタッチ入力位置を検出して該タッチ位置を着色表示し、タッチペン64の移動に伴って文
字や図形等を、入力部4の描画入力検出領域65上に表示する。
【００３３】
　分割ライン位置検出領域56～59は、描画入力検出領域65の各辺に平行な方向を長手方向
、各辺に直交する方向を短手方向とする矩形の領域である。
【００３４】
　制御部40は、入力部4に入力されたデータの入力位置を検出する検出部として機能する
と共に、入力部4に入力されたデータに基づいて表示部駆動回路63を制御して表示部3に種
々の表示をさせる。
【００３５】
　ユーザーによって分割アイコン51がタッチされると、制御部40は、動作モードを、ユー
ザーによる分割指定ラインの入力を許容する分割モードへと変更する。
【００３６】
　ここで、本発明の第１の実施形態における印刷装置1でラベルを作成する流れについて
フローチャートを用いて詳細に説明する。図５は、本発明の第１の実施形態に係る印刷装
置1によるラベル作成の流れを示すフローチャートである。
【００３７】
　制御部40は、描画モードとされて、図６に示すように、作成するラベルの文字等を入力
部4上において、「押印してください」と手書きで入力されると入力処理（ステップＳ１
０１）を実行する。
【００３８】
　なお、文字入力は、図６及び図７（ａ）に示す横書きに限定されず、図７（ｂ）に示す
ように、２つのラベルに分けて印刷するために、「販売企画書(改行)半年保存！」などと
縦書きされていても構わない。
【００３９】
　次に、ユーザーが分割アイコン51にタッチすると、制御部40は、描画モードから分割モ
ードへとモードを切り替える処理（ステップＳ１０５）を実行する。
【００４０】
　分割モードにおいては、図７（ａ）に示した横書きの場合、文字を挟んで左方の分割ラ
イン位置検出領域58と右方の分割ライン位置検出領域59との間を結ぶようにかつ該文字の
上側に一本の連続した手書き線（分割指定ライン）がユーザーによって入力されると、制
御部40は、この手書き線を分割指定ラインとして描画入力検出領域65に表示する。また、
描画入力検出領域65の左右方向をＸ軸、上下方向をＹ軸としたとき、制御部40は、図８（
ａ）に示すように、タッチ開始点とタッチ終了点のＹ座標の平均値ｙｍ１を算出し、Ｙ＝
ｙｍ１となる直線を分割ライン81として、描画入力検出領域65に破線表示する。また同様
に、文字を挟んで左方の分割ライン位置検出領域58と右方の分割ライン位置検出領域59と
の間を結ぶようにかつ該文字の下側に一本の連続した手書き線がユーザーによって入力さ
れると、制御部40は、タッチ開始点とタッチ終了点のＹ座標の平均値ｙｍ２を算出し、Ｙ
＝ｙｍ２となる直線を分割ライン82として、描画入力検出領域65に破線表示する。このと
き、ｙｍ１－ｙｍ２がラベル幅ＹＷとなる。
【００４１】
　一方、図７（ｂ）に示すように、２行に縦書きした文字の場合、この２行の文字列を区
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切るように、上方の分割ライン位置検出領域56と下方の分割ライン位置検出領域57との間
を結ぶようにかつ２行の文字の間または左側の文字の左側に、手書き線がユーザーによっ
て入力されると、制御部40は、この手書き線に基づいて、上述と同様にして、分割ライン
81または分割ライン82を描画入力検出領域65に破線表示する。この場合、ラベル幅はそれ
ぞれＸ１ｗ、Ｘ２ｗとなっている。上述した一連の処理が、分割ラインの描画処理（ステ
ップＳ１１０）である。
【００４２】
　尚、ステップＳ１１０において、上述の平均値に基づいて分割ラインを描画するのでは
なく、上方の分割ライン位置検出領域56または下方の分割ライン位置検出領域57へのタッ
チ位置を通り、かつ分割ライン位置検出領域56または分割ライン位置検出領域57に直交す
る直線を分割ラインとして描画する、あるいは、左方の分割ライン位置検出領域58または
右方の分割ライン位置検出領域59へのタッチ位置を通り、かつ分割ライン位置検出領域58
または分割ライン位置検出領域59に直交する直線を分割ラインとして描画するようにして
もよい。
【００４３】
　このように、分割モードでは、制御部40は、入力部4への入力がラベルに印刷されるデ
ータ（ラベル印刷用データ）の入力ではなく、分割ライン設定のための入力であるとみな
す。
【００４４】
　次に、ユーザーが分割アイコン51に再度タッチすると、制御部40は、分割モードから描
画モードへとモードを切り替える。即ち、ユーザーは分割アイコン51にタッチすることに
よって、描画モードと分割モードとをトグル切替えすることができる。描画モードと分割
モードのどちらにおいても、印刷アイコン52にタッチ（印刷実行操作；ステップＳ１２０
）すれば、動作モードが印刷モードに移行し、制御部40は印刷処理を開始する。
【００４５】
　印刷処理が開始されると、制御部40は、まず、設定された分割ラインの方向を検出し、
分割ラインが左右方向のときには、隣接する分割ライン間、又は、分割ラインと上部の分
割ライン位置検出領域56との間、又は、分割ラインと下部の分割ライン位置検出領域57と
の間のどの領域にラベル印刷用データが入力されているかを検出し、ラベル印刷用データ
が入力されている領域を有効領域に設定する。この場合、有効領域は複数あってもよい。
この処理が、データ検出処理（ステップＳ１３５）である。このようにして、本実施の形
態において、制御部40は有効領域設定部として機能する。
【００４６】
　そして、制御部40は、例えば、図８（ａ）に示したように、２本の分割ライン81,82の
間を有効領域に設定し、有効領域内の「押印してください」の文字が１つのラベルに印刷
される対象であるとしてセットする印刷対象セット処理（ステップＳ１４０）を行う。こ
のようにして、本実施の形態において、制御部40は区画領域設定部として機能する。
【００４７】
　次に、制御部40は、分割ライン81,82が左右方向であることから、左右方向を長手方向
であるとみなす長手方向決定処理（ステップＳ１４２）を行う。また、制御部40は、有効
領域のアスペクト比に基づいて、該有効領域の長手方向を決定するようにしてもよい。こ
のようにして、本実施の形態において、制御部40は長手方向決定部として機能する。
【００４８】
　次に、制御部40は、図８（ａ）に示した印刷領域のラベル幅Ｙｗが印刷媒体である装着
されたテープ部材31のテープ幅に合うように、アスペクト比を維持しながら、ラベル印刷
用データ全体を拡大または縮小する際の倍率を決定する倍率決定処理（ステップＳ１４５
）を実行する。このようにして、本実施の形態において、制御部40は倍率決定部として機
能する。
【００４９】
　ここで、図８（ａ）に示した例では、長手方向決定処理において検出した長手方向が左
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右方向であるので、制御部40は、有効領域内のラベル印刷用データの回転処理は行わない
。そして、制御部40は、プリンター制御部109を制御して、倍率決定処理において決定し
た倍率に従って拡大または縮小されたラベル印刷用データを印刷媒体にプリンター部110
によって印刷させる、印刷処理(ステップＳ１５０)を行う。これによって、例えばラベル
印刷用データが横書きの場合に、描画入力検出領域65内のラベル印刷用データの上下に、
データが入力されていない大きな余白部があった場合でも、ユーザーの操作に基づいて該
余白部が印刷データに含まれないようにして印刷することで、図９に示すように、ラベル
印刷用データを、ラベル幅に対して適正な大きさの文字としてラベル上に印刷することが
できる。
【００５０】
　一方、上述のデータ検出処理において、検出した分割ラインの方向が上下方向であった
場合について説明する。この場合、制御部40は、隣接する分割ライン間、又は、分割ライ
ンと左方の分割ライン位置検出領域58との間、又は、分割ラインと右方の分割ライン位置
検出領域59との間のどの領域にラベル印刷用データが入力されているかを検出し、ラベル
印刷用データが入力されている領域を有効領域に設定する。（データ検出処理、ステップ
Ｓ１３５）
【００５１】
　図８（ｂ）に示したように、分割ラインで区画された領域が複数ある場合、制御部40は
、各領域毎に上述のデータ検出処理を行う。すなわち、制御部40は、２本の分割ライン81
,82の間を一つ目の有効領域に設定し、この一つ目の有効領域内の「半年保存！」の文字
が１つのラベルに印刷される対象であるとしてセットするとともに、分割ライン81と右方
の分割ライン位置検出領域59との間を二つ目の有効領域に設定し、この二つ目の有効領域
内の「販売企画書」の文字が別の１つのラベルに印刷される対象であるとしてセットする
（印刷対象セット処理、ステップＳ１４０）。
【００５２】
　次に、制御部40は、分割ライン81,82が上下方向であることから、上下方向を長手方向
であるとみなす長手方向決定処理（ステップＳ１４２）を行う。また、制御部40は、有効
領域のアスペクト比に基づいて、該有効領域の長手方向を決定するようにしてもよい。こ
のようにして、本実施の形態において、制御部40は長手方向決定部として機能する。
【００５３】
　次に、制御部40は、図８（ｂ）に示した印刷領域の幅Ｘ１ｗが印刷媒体である装着され
たテープ部材31のテープ幅に合うように、アスペクト比を維持しながら、ラベル印刷用デ
ータ全体を拡大または縮小する際の倍率を決定する倍率決定処理（ステップＳ１６５）を
実行する。このようにして、本実施の形態において、制御部40は倍率決定部として機能す
る。
【００５４】
　図８（ｂ）に示した例では、長手方向決定処理において検出した長手方向が左右方向で
はないので、次に、制御部40は、２つの有効領域内のラベル印刷用データを、そのアスペ
クト比を維持したまま、反時計方向に９０度回転したデータを印刷バッファ内に展開する
データ回転処理（ステップＳ１７０）を実行する。この場合、回転方向は時計方向であっ
てもよい。また、回転角度は９０度に限らず、有効領域の長手方向と入力検出領域の長手
方向とがなす角度だけ回転させるものであってよい。
【００５５】
　そして、制御部40は、プリンター制御部109を制御して、倍率決定処理において決定し
た倍率に従って拡大または縮小されたラベル印刷用データを印刷媒体にプリンター部110
によって印刷させる、印刷処理(ステップＳ１５０)を行う。これによって、例えばラベル
印刷用データが縦書きの場合に、ラベル印刷用データをラベル幅方向に沿って印刷するの
ではなく、またユーザーの操作に基づいてラベル印刷用データの左右の余白部が印刷デー
タに含まれないようにして、かつ該ラベル印刷用データ全体を９０度回転してから印刷す
ることで、図９に示すように、ラベル印刷用データを、ラベル幅に対して適正な大きさの
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文字としてラベル上に印刷することができる。
【００５６】
　尚、上述の第１の実施形態では、図８（ｂ）に示したように、複数列のラベル印刷用デ
ータを複数のラベルに分けて印刷したい場合に、右側のラベル印刷用データの右側の分割
指定ラインを書かずに省略し、また左右のラベル印刷用データの間の分割指定ラインを１
本だけ書いた。しかし、各ラベル印刷用データの左右に手書きの分割指定ラインをそれぞ
れ１本ずつ、即ち、各ラベル印刷用データに対して２本ずつ、手書きの分割指定ラインを
引くようにしてもよい。
【００５７】
　尚、分割モードにおいて、分割指定ラインは、上下の分割ライン位置検出領域56,57又
は左右の分割ライン位置検出領域58,59を結ぶ手書きの分割指定ラインに基づいて分割ラ
インを決定するものであるとしたが、これに限らない。例えば、制御部40は、入力部4の
周縁に表示される分割ライン位置検出領域56,57,58,59内のどこかにユーザーがタッチす
ることにより、該タッチ位置を通り上下方向に平行な直線や、又は左右方向に平行な直線
を描画し、これをそのまま分割ラインとするようにしてもよい。
【００５８】
　この場合、分割ライン位置検出領域を四方に設けるのではなく、例えば、描画入力検出
領域65の上方及び左方など、入力部4の隣接する二辺に対応する２か所のみに分割ライン
位置検出領域を設けるようにしてもよい。また、ユーザーの使い勝手上等の観点から、入
力部4の隣接する三辺に対応する３か所に分割ライン位置検出領域を設けるようにしても
よい。
【００５９】
　さらに、この変形例において、分割ライン位置検出領域や既に描画された分割ラインを
再びタッチすることにより分割ラインを移動可能とし、分割ラインの位置を上下方向や左
右方向に微調整できるようにしてもよい。
【００６０】
　また、有効領域を設定するに際し、上述の第１の実施形態では、分割ラインが直線であ
ったが、これに限らない。以下に、分割ラインが曲線でる場合の第２の実施形態について
説明する。
【００６１】
　この第２の実施形態では、図１０（ａ）に示すように、横書きでラベル用の２段の文字
列が書きこまれるときに一つの文字列の文字の大きさに変化を持たせている。そして、文
字列を分けるように曲線で分割指定ラインを描いた場合に、曲線の分割指定ラインで区画
された範囲全体を有効領域としつつ、有効領域の分割指定ラインが上下方向に沿って最も
大きく突出する部分の幅がテープ幅に合うように、アスペクト比を維持しながら、ラベル
印刷用データ全体を拡大または縮小する際の倍率を決定するものである。
【００６２】
　この場合、分割モードにおいて、ユーザーは、図１０（ａ）に示したように、左方の分
割ライン位置検出領域58にタッチ開始点を有し、右方の分割ライン位置検出領域59にタッ
チ終了点を有する手書きの曲線を手書き分割指定ライン71,72,73として入力する。これに
よって、描画入力検出領域65は４個の領域に区画され、そのうちの文字入力がされた区画
である２か所が、制御部40によって有効領域77,78として設定される。
【００６３】
　一方の有効領域77の上部境界を画定する手書分割指定ライン71のうちの最も上方に突出
した点を通り左右方向に平行な直線、即ち、当該点のＹ座標をｙｍａｘとしたときにＹ＝
ｙｍａｘとなる直線を分割ライン81として設定する。同様に、有効領域77の上部境界を画
定する手書分割指定ライン72のうちの最も下方に突出した点を通り左右方向に平行な直線
、即ち、当該点のＹ座標をｙｍｉｎとしたときにＹ＝ｙｍｉｎとなる直線を分割ライン82
として設定する。これによって、図１０（ｃ）に示すように、手書き分割指定ライン71,7
2に挟まれた領域に描かれた文字をラベル印刷用データとして、かつその上下に余白を有
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する、上下方向の幅がＹ1である矩形のラベル領域が、制御部40によって設定される。こ
れによって、有効領域77全体を含む矩形領域、即ち、図１０（ｃ）において、左右の分割
ライン位置検出領域58,59および分割ライン81,82に囲まれた領域がラベル領域に設定され
る。
【００６４】
　他方の有効領域78についても同様に、上方および下方の手書き分割ライン72,73に基づ
いて、分割ライン83,84が設定される。これによって、図１０（ｃ）に示すように、手書
き分割指定ライン72,73に挟まれた領域に描かれた文字をラベル印刷用データとして、か
つその上下に余白を有する、上下方向の幅がＹ2である矩形のラベル領域が、制御部40に
よって設定される。これによって、有効領域78全体を含む矩形領域、即ち、図１０（ｃ）
において、左右の分割ライン位置検出領域58,59および分割ライン83,84に囲まれた領域が
ラベル領域に設定される。
【００６５】
　次に、制御部40は、図１０（ｃ）に示した印刷領域のラベル幅Ｙ1、Ｙ2が印刷媒体であ
る装着されたテープ部材31のテープ幅にそれぞれ合うように、アスペクト比を維持しなが
ら、各ラベル印刷用データ全体を拡大または縮小する際の倍率を決定する倍率決定処理を
実行する。さらに、制御部40は、プリンター制御部109を制御して、倍率決定処理におい
て決定した倍率に従って拡大または縮小されたラベル印刷用データを印刷媒体にプリンタ
ー部110によって印刷させる、印刷処理を行う。
【００６６】
　本第２の実施形態では、２つのラベル印刷用データの描画範囲のＹ座標が部分的に重複
する場合であっても、分割ライン位置検出領域および手書きの分割指定ラインによって囲
まれた領域内に描画されたデータのみをラベル印刷用データとしながら、かつその上下に
余白を有するラベルを作成することができる。
【００６７】
　尚、第１の実施形態と同様、各ラベル印刷用データの上方および下方に１本ずつ、即ち
、各ラベル印刷用データに対して２本ずつ、手書きの分割指定ラインを引くようにしても
よい。
【００６８】
　以上のように、本発明によれば、例えばラベル印刷用データが横書きの場合に、描画入
力検出領域内のラベル印刷用データの上下に、データが入力されていない大きな余白部が
あった場合でも、ユーザーの操作に基づいて該余白部が印刷データに含まれないようにし
て印刷することで、ラベル印刷用データを、ラベル幅に対して適正な大きさの文字として
ラベル上に印刷することができる。
【００６９】
　さらに、本発明によれば、例えばラベル印刷用データが縦書きの場合に、ラベル印刷用
データをラベル幅方向に沿って印刷するのではなく、またユーザーの操作に基づいてラベ
ル印刷用データの左右の余白部が印刷データに含まれないようにして、かつ該ラベル印刷
用データ全体を９０度回転してから印刷することで、ラベル印刷用データを、ラベル幅に
対して適正な大きさの文字としてラベル上に印刷することができる。
【００７０】
　そして、本発明によれば、上方の分割ライン位置検出領域56または下方の分割ライン位
置検出領域57へのタッチ位置を通り、かつ分割ライン位置検出領域56または分割ライン位
置検出領域57に直交する直線を分割ラインとして描画する、あるいは、左方の分割ライン
位置検出領域58または右方の分割ライン位置検出領域59へのタッチ位置を通り、かつ分割
ライン位置検出領域58または分割ライン位置検出領域59に直交する直線を分割ラインとし
て描画することにより、分割指定ラインの入力を容易とすることができる。
【００７１】
　さらに、本発明によれば、描画入力検出領域の隣接する二辺または三辺に沿って分割ラ
イン位置検出領域を設けることにより、分割ラインを入力可能とするとともに描画入力検
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出領域を広く確保することができる。
【００７２】
　また、本発明によれば、２つのラベル印刷用データの描画範囲のＹ座標が部分的に重複
する場合であっても、分割ライン位置検出領域および手書きの分割指定ラインによって囲
まれた領域内に描画されたデータのみをラベル印刷用データとしながら、かつその上下に
余白を有するラベルを作成することができる。
【００７３】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【００７４】
　さらに、本実施形態におけるフローチャートに示した処理は、コンピュータに実現させ
ることのできるプログラムとして、例えば磁気ディスク、光ディスク、半導体メモリ等の
記憶媒体に書き込んだ状態で各種装置に適用する、或いは、通信媒体により伝送して各種
装置に適用することも可能である。このように所望の記憶媒体に本実施形態で述べた各処
理を記憶させ、他のコンピュータ等でプログラムを実行させることにより、本実施形態の
装置を用いた場合と同様の作用効果が得られる。なお、コンピュータは、本実施形態で述
べた装置に内蔵されたコンピュータに限定されるわけではなく、記憶媒体に記憶されたプ
ログラムを読取り可能であって、読み取ったプログラムに従って制御動作を行なうＣＰＵ
等の演算装置を備えているあらゆるコンピュータを含む。
　以下に、本願出願の最初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［請求項１］
　入力検出領域を有する入力部と、
　前記入力部の前記入力検出領域への入力位置を検出する検出部と、
　前記入力部の前記入力検出領域を１つ以上の区画領域に区画する区画領域設定部と、
　前記区画領域設定部によって区画された１つ以上の区画領域のうち、入力が検出された
区画領域を有効領域とする有効領域設定部と、
　該有効領域の長手方向を決定する長手方向決定部と、
　前記入力検出領域への前記入力位置のデータである入力データのうち、前記有効領域に
入力された前記入力データの、前記長手方向に対し直交する方向に沿った幅を、印刷媒体
の短手方向に沿った幅に合せるように、前記入力データを拡大又は縮小する倍率を決定す
る倍率決定部と、
　を備えることを特徴とするデータ処理装置。
［請求項２］
　前記長手方向決定部によって決定された前記有効領域の長手方向と、前記入力検出領域
の長手方向とが異なっている場合に、前記入力データを、前記有効領域の長手方向と前記
入力検出領域の長手方向とがなす角度だけ回転させるデータ回転部
　を更に備えることを特徴とする請求項１に記載のデータ処理装置。
［請求項３］
　前記入力部は、前記入力検出領域の周縁に、前記分割ラインの起点が入力される領域で
ある分割ライン位置検出領域をさらに有し、
　前記区画領域設定部は、前記分割ライン位置検出領域への入力位置を通ってかつ前記入
力検出領域の周縁と直交する直線を、前記分割ラインとして設定することを特徴とする請
求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載のデータ処理装置。
［請求項４］
　前記入力部の前記入力検出領域は矩形状であり、
　前記入力検出領域の隣接する二辺に沿って前記分割ライン位置検出領域が設けられてい
ることを特徴とする請求項４に記載のデータ処理装置。
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［請求項５］
　前記入力部の前記入力検出領域は矩形状であり、
　前記区画領域設定部は、前記入力検出領域の対向する一組の辺のうち一方の辺から他方
の辺にかけて入力された手描き入力線によって少なくとも一部が画定されるように、前記
区画領域を設定し、
　前記有効領域設定部は、前記区画領域設定部によって設定された１つ以上の区画領域の
うち、入力が検出された前記区画領域を有効領域とし、前記有効領域全体を含む矩形領域
をラベル領域とすることを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載のデー
タ処理装置。
［請求項６］
　入力検出領域を有する入力部と、
　前記入力部の前記入力検出領域への入力位置を検出する検出部と、
　前記入力部の前記入力検出領域を１つ以上の区画領域に区画する区画領域設定部と、
　前記区画領域設定部によって区画された１つ以上の区画領域のうち、入力が検出された
区画領域を有効領域とする有効領域設定部と、
　該有効領域の長手方向を決定する長手方向決定部と、
　前記入力検出領域への前記入力位置のデータである入力データのうち、前記有効領域に
入力された前記入力データの、前記長手方向に対し直交する方向に沿った幅を、印刷媒体
の短手方向に沿った幅に合せるように、前記入力データを拡大又は縮小する倍率を決定す
る倍率決定部と、
　前記倍率に応じて拡大又は縮小された前記入力データを前記印刷媒体に印刷するプリン
ター部と、
　を備えることを特徴とする印刷装置。
［請求項７］
　入力検出領域を有する入力部と、前記入力部の前記入力検出領域への入力位置を検出す
る検出部と、を備えるデータ入力装置のデータ処理方法であって、
　前記入力部の前記入力検出領域を１つ以上の区画領域に区画し、
　前記区画された１つ以上の区画領域のうち、入力が検出された区画領域を有効領域とし
、
　前記有効領域の少なくとも一部を画定する分割ラインの方向か、または、該有効領域の
長手方向或いは短手方向を検出し、
　前記入力検出領域への前記入力位置のデータである入力データのうち、前記有効領域に
入力された前記入力データの、前記長手方向に対し直交する方向に沿った幅を、印刷媒体
の短手方向に沿った幅に合せるように、前記入力データを拡大又は縮小する倍率を決定す
る、
　ことを特徴とするデータ処理方法。
［請求項８］
　入力検出領域を有する入力部と、前記入力部の前記入力検出領域への入力位置を検出す
る検出部と、を備えるデータ入力装置を制御するためのプログラムであって、
　コンピュータに、
　前記入力部の前記入力検出領域を１つ以上の区画領域に区画させ、
　前記区画させた１つ以上の区画領域のうち、入力を検出させた区画領域を有効領域とさ
せ、
　前記有効領域の少なくとも一部を画定する分割ラインの方向か、または、該有効領域の
長手方向或いは短手方向を検出させ、
　前記入力検出領域への前記入力位置のデータである入力データのうち、前記有効領域に
入力された前記入力データの、前記長手方向に対し直交する方向に沿った幅を、印刷媒体
の短手方向に沿った幅に合せるように、前記入力データを拡大又は縮小する倍率を決定さ
せる、
　ことを特徴とするデータ処理プログラム。
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【符号の説明】
【００７５】
　１　印刷装置　　　　　　　　　　　　２　筐体
　３　表示部　　　　　　　　　　　　　４　入力部
　７　テープ繰出部　　　　　　　　　　８　カセット装填部
　１１　印刷ヘッド　　　　　　　　　　１２　搬送ローラ
　１５　カセット受部　　　　　　　　　１６　テープ幅検出スイッチ
　１７　フルカット機構　　　　　　　　１８　ハーフカット機構
　１９　切断機構　　　　　　　　　　　２０　カッター制御部
　２１　テープカセット　　　　　　　　２２　カセットケース
　２９　被係合部　　　　　　　　　　　３１　テープ部材
　４０　制御部
　４１　ＲＯＭ　　　　　　　　　　　　４１ａ　表示用ＣＧ
　４１ｂ　印刷用ＣＧ
　４２　ＲＡＭ（記憶部）
　５１　分割アイコン　　　　　　　　　５２　印刷アイコン
　５３　鉛筆アイコン　　　　　　　　　５４　消しゴムアイコン
　５５　ゴミ箱アイコン
　５６　分割ライン位置検出領域　　　　５７　分割ライン位置検出領域
　５８　分割ライン位置検出領域　　　　５９　分割ライン位置検出領域
　６３　表示部駆動回路　　　　　　　　６４　タッチペン
　６５　描画入力検出領域　　　　　　　６６　アイコン表示部
　７１、７２、７３　分割指定ライン　　７７、７８　有効領域
　８１、８２、８３、８４　分割ライン
　１０９　プリンター制御部　　　　　　１１０　プリンター部
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